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参加者数目標 800 名に及ば
ず！されど大阪の伝統、「堅
実運営」は健在！！ 
運営全般からみた全日本！ 
 
１２年ぶり、大阪全日本！ 

第 34 回全日本大会に参加された皆
様、ありがとうございました。事前エ
ントリーは 698 名と主催者（JOA）目
標の 800 人に残念ながら到達できませ
んでしたが、インカレが関西で開催さ

れたことや、ＯＬ人口密集地の関東か
らみれば遠征になること等を考え合わ
せると健闘した数値かもしれません。
しかし学生参加者がわずかに 46 名。前
回に続く学生の全日本離れ傾向は、２
週間前のインカレが 540 数名を数えて
いるだけに残念であり、気になるとこ
ろです。 

 
さて本大会は、いわゆる公認大会の

ブロック別開催順にあたっているとい
うところから始まりました。 
当時大阪府の組織は、委員会から協

会を立ち上げたところの移行期であり、

全日本は 12 年前に奈良県のテレイン
で大阪府主管として開催をしています
が、当時を知るメンバーも減少・高齢
化し、全日本が本当に開催できるのか、
自分たち自身でも危惧していました。 
しかしながら、そのころちょうど全

日本リレーへの大阪府チームの取り組
み姿勢が、所属クラブを超えて団結す
るチームに変わってきて府協会の存在
を所属員が意識し始めたこともあり、
テレインへの注文がなく（京都府が東
山で実施したことは、箕面への道を開
いたことになります）、運営も身の丈に
あったサイズで自由にやらせていただ
くといった条件がクリアされるのなら
ということで、新生大阪府協会の前途
を祝う意味もこめて開催となりました。 
その結果、今回の全日本は、エント

リー受付事務を含めて主管者に実務面
がすべて任せられた初めての全日本と
なりました。 

 
西の「田中徹」、楠見耕介！ 

地図作成については、責任者を楠見
耕介氏（大阪 OLC、和歌山県協会）に
依頼。延べ 10 名の調査者の配置、調査
計画の策定、推進、作図、コース図印
刷手配を一手に引き受けていただき、
そのつど発生するいろいろな課題に対
しても適宜的確にそれらを克服してく
ださり、その結果、地図関係作業が大
会準備に支障をきたすことがなかった
ことが、この大会の一番大きな成功要
因であると思われます。地図作製が順
調に進んだことで、瀧川コースプラン
ナーがほぼ毎週テレインに足を運んで
コースプランニングに熟考を重ねるこ
とが可能となり、村越 JOA 専務理事か
ら「急峻なテレインでも、いい地図があれ
ば、オリエンテーリングを楽しめるという
見本のような大会でした。」とのコメント
をいただきました。 

 
地図作成者：楠見耕介 

第３４回全日本、「みのお」に集う！ 

 

大会 
報告 大阪府協会 

野澤建央 
2008 年 3 月 30 日 第 34 回全日本オリエンテーリング大会 大阪府箕面市 
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機能化と効果的な準備！ 
一方事務面では、阪本博実行委員会

事務局長を中心に横田広報担当チーフ
がそのもてる能力をフルに発揮され、
主催者であるJOA事務局側との連携も
とられ、これら２人のおかげで早期の
ＰＲ開始、要項配布、プログラム作成
と余裕を持った対応が可能となりまし
た。 

12 年前に比べ、携帯電話はもとより
メールソフト、インターネットブリー
フケースの普及、手動パンチチェック
から電子パンチへ、そして製図ペンで
の作図から OCAD による作図、GPS
による調査など、当時としては夢だっ
た機器が現実のものとなりそれらの活
用によって大会運営自体が大幅に省力
化され、トータルで大会運営の負担が
軽減されたことも見過ごせない成功要
因でしょう。 

しかし今だからいえる話ですが、メ
ール、ブリーフケースの活用は非常に
便利なのですが集中すると、その内容
の整理、記録と記憶が大変で、さすが
に辟易し、何らかの良い方法を見つけ
なければと思っているうちに大会が終
了してしまいました。 

 
 

早期対応が鍵！ 
実行委員会組織は、前年 2 月から中

枢部を形成。地図調査を先行する形で
進め、同時に調査者・運営チーフのメ
ーリングリストをそれぞれ立ち上げ、
チーフ会議は９月から本格的に始動、
以後ほぼ月１回ベースで開催。11 月後
半からの要項配布をめざし、その 11 月
からは役員全体のメーリングリストを
立ち上げました。役員全員そろっての
全体会合は 2 月 3 日、全体試走会は 10
月と 2 月の 2 回、OCAD だから地図修
正も以前に比べ日程的にも楽に進める
ことができました。チーフ会議は誰で
も参加できる形式で進め、各チーフか
らそれぞれのパート所属員へ連絡をま
わしてもらうようにするとともに、担
当業務のマニュアルを作成してもらい、
それをプログラム原稿と並行チェック
しつつ進めました。 

 
こういった諸準備も参加者数、コー

ス数が具体化するまでは、大会の全体
像がなかなか描けないため、各チーフ
とも苦労することとなりました。また、
今回はテレインが非常に都心部に近く
交通の便がよいということ。いろいろ
な紆余曲折がありましたが、会場とな
る小学校が確保できたこと。役員用宿
舎も 1984 年度インカレ以来ＯＬを良
く知っている宿舎が、秋に開通したテ
レイン直下を貫通するトンネルにより

利用しやすくなったことといった総合
的な利便性の良さも、会場・スタート・
フィニッシュが分散したにもかかわら
ず、円滑な運営が可能となることにつ
ながりました。 

 
 

ネックとチェック！ 
大会運営直前の最大のネックと我々

が覚悟していたのがコース印刷でした。 
オンデマンド印刷はプリンターの処

理能力により印刷時間が非常にかかる
ととともに、IOF 指定色を出すために
その調整等のため、どのプリンターで
も印刷可能と言うわけに行かず、これ
ばかりは個人の能力に頼るほかなく、
前週の土・日、役員用宿舎で印刷しつ
つのコース図セット作業を徹夜も含め
覚悟していたのですが、３人の強力な
コース印刷担当者による並々ならぬ努
力により、作業予定日までに印刷がほ
ぼ完了し、以降の作業が大幅に短縮さ
れたことは特筆に価することでした。 

そのうちの１人が作図した地図が、
南の主要道路が削除されてしまってお
り緊張しましたが、競技に支障がない
ということで、公式掲示板での対応と
なり、結果的にレア物の価値がついた
ようですが、ご愛嬌ということでお許
しください。 

 
このほか計算関係も膨大な E カード

データを河合淳・計センチーフが１人
で作成するとともに、いろいろな事例
の想定と対応までを、フィニッシュの
永瀬チーフと連携して取り組んでいま
した。 

またナンバーカード、レンタルＥカ
ードといった重要な配布物を参加者に
渡し、文字通り大会の窓口となる受付
も奥田チーフのもとさまざまな状況で
の対応訓練とチェックを繰り返しまし
た。 

そして競技直前対応のキーポイント
となるスタートでは、辻村歩、土屋と
いう強力なリーダーシップのもと最後
の最後まで、出走およびコース図にミ
スがないように徹底的にチェックをし
ていました。 

救護は、急峻なテレインのため、救
護所を利用された方も９名に達し、特
に手関節を骨折された方が出たのには
残念でした。 

さらに、これは当初想定されていな
かったのですが、実行委員会側でもド
ーピング検査用にシャペロンと呼ばれ
る通告・誘導係を確保しなければなら
なくなり、みんな経験がないことと、
実質上シャペロンはその業務にはいる
と他の業務ができなくなるため、人員
配置調整には各パートから協力を得つ
つも、頭を悩ませることとなりました。 

このように今回、各パートともチー
フ・サブチーフを中心に各運営者が全
日本大会の成功への意識を高め、機智
に富んだ柔軟な対応ができたことは、
今後のことも含め大きな財産となりま
した。 

 
 

大会運営は、サービス業？ 
大会が大きくなり、参加者が多くな

れば、考え方の異なる人々も増えるわ
けで、世にいうモンスターペアレント
ならぬモンスターオリエンティア的な
方も登場し始めました。 
たとえば、スタート時間を自分たち

が申し込んだ安いツアーの便に間に合
うように調整してほしいという参加申
込とか、自分はＢクラスの最終コント
ロールから誘導と人の流れに従ってき
たのにＥカード読み取り所に来てしま
ったと怒るランナーとかがありました。 
またスタートでも、大会によってそ

の方法が若干違うせいもあるかもしれ
ませんが、アクティベートに関する基
本的なＥカードの操作方法をご理解さ
れていないランナー等々が発生しまし
た。 
これらは常識的な見地とプログラム

に普通に目を通していただければ、事
前にご理解していただける事項である
と思うのですが、誘導方法についても、
現地で途中から誘導テープの種類・色
が変化しているので気づくはずなので
すが、申し出人様におかれては怒り心
頭になってしまい、残念ながらそれら
のことによくご理解をいただけないよ
うでした。 
さらには本部に対しタクシーを呼ん

でくれという依頼もあったりし、プロ
グラム送付についても、表現は郵送と
なっているのですが、実際には経費節
減の観点から宅配メール便を使ったと
ころ、引越しされている方がおられ、
郵送は引っ越し先へ転送されるが、宅
配メール便ではそのサービスがないた
め届かず、その参加者が苦労された結
果、今後そういったことのないようオ
リエンティア全体への注意が促された
りしました。 

 
便利になると思わぬ落とし穴がある

ことも改めて気づかされましたし、説
明をいくら明記しても、読んでいただ
けないのなら、何のためのプログラム
なのかとの疑問も生まれました。参加
者からの要望、要求レベルの向上から
見た場合、大会運営自体がサービス業
化していっているのではないかとひし
ひしと感じました。 
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堅実運営とリスクマネジメント 
今回の大会は「やるべきこと、でき

ることを確実にやる」を目標とし、全
日本チャンピオンを決定するのにふさ
わしい競技を、われわれの持てる能
力・身の丈に応じた最良の形で提供で
きるように準備してきました。そのた
め方法は他にあったかもしれませんが、
我々のレベルではそれにとらわれると
競技運営をおろそかにしかねない「魅
せるＯＬ」的な演出はほとんど手つか
ずとなり、大会の印象は地味にならざ
るを得ませんでした。 

 
スタッフ人数は主催者JOAから矢板

の 50 名台を参考にとアドバイスされ
たことや、また収支的に当時抱えてい
た協会の財政特殊事情やスタッフの全
体的高齢化もあり、運営スタッフ数は
結果的に約 60 名となりましたが、本大
会が世界選手権代表選考会も兼ねると
いうことにもなり、少数ながらも運営
者サイドが原因のミスを起こしてはな
らないとの意識徹底のもと、確実な運
営に重点を置き、２重３重のチェック
を実施しました。 
しかし競技運営に致命傷となるまで

には至らなかったものの、前述の主要
道路削除（これは普通では考えられな
いことなのですが、疲労の蓄積からか
起こりえないことがおこるもので、コ
ース図印刷はどうしても個人に任せき
りになるため、防ぎきれなかったこと
は残念です）のような小さなミスは無
くしきれませんでした。「人間はミス
を犯すものである。だからそのミスが
起きないような仕組み・体制を作る」
というリスクマネジメントの難しさを
改めて感じました。 

 
 

背広姿のランナー？ 
最後に１つ逸話を少々、当日は韓国

のＯＬ協会の会長が来られましたが、
この方が外交官の大使級の方というこ
とで、気を利かせた大会運営スタッフ
が警察へその来訪を事前連絡したとこ
ろ、警察側が恐れ入ってしまい、警察
側から事前に訪問者の詳細データほか
当日の行動予定をチェックされたばか
りか、当日は雨天にも関わらずその会
長がスタートへ行かれたということで、
スタートまで私服警官が警護・警備の
ため背広姿で上っていくということも
ありました。 

そのほか駐車場のチェックも行われ、
おかげで緊急連絡先の私の電話に一番
多くかかってきたのは警察からの電話
だったという一幕もありました。 

 
 

すばらしきかな大阪府！！ 
いろいろ細かなことをあげていくと

キリがありませんが、地図作成、コー
スプランニングといった競技面、そし
て事前の事務処理・当日の運営がうま
く機能し、おおむね及第点を与えてい
ただける大会を提供できたのではない
かと思います。 
この文章が今後の参考になれたら幸

いです。ご質問等もお寄せください。
それでは今後とも大阪府ＯＬ協会をよ
ろしくお願いいたします。 

（野澤建央） 
 
 
 
 
 

全日本大会フィニッシュ運営記 
（永瀬） 

本大会では、フィニッシュ地区に制
約が大きく、最終コントロールから下
りで勢いがついたところでの鋭角ター
ン、狭いフィニッシュ地区、Ｅカード
の読み取りは離れた会場など参加者の
皆様に、何かと負担をおかけることに
なりました。ご協力ありがとうござい
ました。 

 
せっかくの機会なので、今後の大会

の運営の参考になるのではないかと思
うことを書かせていただきます。 

 
一つ目。パンチングフィニッシュに

ついての経験がなく、まごつかれる方
が少なからずいらっしゃいました。オ
リエンテーリングの経験があまりない
方だけでなく、久しぶりの大会出場で、
Ｅカード初めてという方もいらっしゃ
いました。 

プログラムには、「全クラスともパ
ンチングフィニッシュ方式です。フィ
ニッシュユニットにパンチをした時点
で競技終了となります。フィニッシュ
位置で確実に停止し、ユニットにＥカ
ードをセットしてください。フィニッ
シュユニットは複数ありますが、どの
ユニットでも同じです。」と記載したの
ですが、もう少しわかりやすい書き方
があったのでしょうか。また、会場で
は、Ｅカードの説明コーナーがあった
方が良いかもしれません。 

 
二つ目。記録担当の上林さんより、

フィニッシュ幕(予算の関係で、従来の
ゴール幕を使用)は、２枚使用して、ど
ちらからも見えるようにした方が良い
と教えていただきました。こうすると、
片側はフィニッシュする参加者に向け
て、もう片側はフィニッシュする参加
者の写真を撮ると、バックに写って、

写真の見栄えがよくなります。また、
幕の高さは、身長＋30cm ぐらいが良い
そうです。 

 

 
 
三つ目。今回、協賛品の飲料は、フ

ィニッシュで配布せず、会場に戻り、
Ｅカードの読み取りをしてからの配布
としました。これは、参加者の皆様に
速やかに会場の計算センターでＥカー
ド読み取りをしていただきたかったか
らです。(Ｅカード読み取りが遅くなる
と表彰者の決定が遅れる) ただし、救
護の観点から給水が必要な場合もある
ので、救護用品として飲料水は準備し
ました。 

 (フィニッシュ担当:永瀬) 
 
 


